
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の育成

①授業改善
②誰一人取り残さない取組
③学校・家庭・地域の連携

①授業改善

②誰一人取り残さない取組

①教員間による授業参観を実施し、教
科部会などで助言や協議を行い、授業
力の向上を図る。

②授業後にしばらく教室に残り、質問し
やすい環境を作ったり、テスト前の質
問教室の充実を図る。振り返りシートを
活用し、困っている生徒には教師から
声をかける。

①生徒用アンケート「先生は教え方に
いろいろ工夫している」の「よくあてはま
る」「ややあてはまる」の割合が９５％以
上

②生徒用アンケート「授業内容でわか
りにくいことについて、先生に質問しや
すい」の「よくあてはまる」「ややあては
まる」の割合が７０％以上

C

①生徒用アンケート「先生は教え方にいろ
いろ工夫している」の「よくあてはまる」「やや
あてはまる」の割合が９２％と昨年度と比べ
て１％減少したが「よくあてはまる」の項目に
ついては５％増加した。

②生徒用アンケート「授業内容でわかりにく
いことについて、先生に質問しやすい」の
「よくあてはまる」「ややあてはまる」の割合
が６７％となったが昨年度に比べて６％増加
した。

①各教科部会において月に一回は授業改
善に係る協議を行い、授業力の向上を図
る。

②ICTを効果的に活用（ドリルパーク・スクー
ルタクト等）することにより、個別の学力を把
握する。
・質問しやすい環境づくりを充実する。
・教師側からの積極的なアプローチを継続
する。

・①授業改善②誰一人取り残さない取
り組みの２つとも達成目標に届かな
かったが、昨年より肯定的意見が増加
しているのは、取り組みの成果である。
質問しやすい環境づくりにおいては、授
業中の机間指導の時間も効果がある。

・「質問しやすい環境づくりの充実」にお
いては、基本的に、生徒と教員との人
間関係にあると思われるので、授業以
外の場面での関わり方を工夫していた
だきたい。

新しい時代に対応した教育
の推進

①情報活用能力の育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

①情報活用能力の育成

②英語教育の充実

③デジタル化の促進

①授業や課題において、ICT機器を用
いて、情報の活用（整理・比較・発信・
伝達・保存・共有）の方法を指導する。

②小テスト・週末課題などで基礎基本
の定着を図り、「目的」「場面」「状況」に
応じた実践的コミュニケ―ション能力の
向上を図る言語活動を実施する。

③ドリルパーク、デジタル教科書、ｓｃｈ
ｏｏｌｔａｋｔ、ＭＥＸＣＢＴなどを活用し、個
別最適な学習を支援する。

①生徒用アンケート「授業や課題で、
ICT機器（タブレット等）を活用している」
の肯定的評価が８０％以上

②中学校3年生において、CEFR（セ
ファール）A1レベルの力が認められる
生徒の割合が60％以上

③教師用アンケート「ICT機器を授業や
校務に活用している」の肯定的回答が
８０％以上

A

①全体で96％(1年92％、2年98％、3年95％)
の生徒が肯定的な回答をした。

②生徒の割合は67％であり、目標は達成し
ている。更に話すこと(スピーキング)を重視
して指導していきたい。

③肯定的回答が92％であり、目標を達成し
た。しかし、「授業」と「校務」をともに尋ねる
設問であり、単独の割合が不明である。タブ
レットの活用について、14回シリーズの自主
研修を実施した。

①全ての生徒が活用できるよう丁寧な指
導・支援に努める。

②ALTを活用するなど、英語を実践的に使
える場の充実に努める。

③ICT機器やアプリケーションの研修を行
い、利活用の促進を図る。また、来年度は
授業や課題など生徒の学習に関する項目
のみの設問とする。

・ICT機器の活用に積極的に取り組んで
いる。引き続き、効果的な活用方法に
ついて模索していくことが大事である。

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防止、早期
発見、早期対応に向けての組
織的な取組の推進
③不登校の児童生徒やその
保護者への支援体制の充実
④体験活動等の実施

①「いのち」の大切さを実感し、思いや
りの気持ちをもち、豊かな人間性あふ
れる生徒の育成を目指す。

②全教職員で情報を共有し、組織的な
生徒指導を行う。

③教育相談やQUを活用し、生徒理解
を行う。また、家庭との連携を密にと
り、その情報を教師間で共有し、不登
校生徒数の減少を目指す。

④系統的なキャリア教育を行う。

①道徳教育の充実させるために、ロー
テーション授業を行ったり、道徳研修会
を実施し、道徳教育における指導力の
向上に努める。また、LGBTQや震災な
どの学習を実施する。

②生徒指導委員会を定期的に開催し、
情報提供を図る。教育相談やいじめア
ンケート等で情報収集を行う。生徒・保
護者対象に、スマホやタブレットの利用
に関する啓発を行い、SNSトラブルなど
の問題行動等の未然防止に努める。
問題行動やいじめ事案に関しては全教
職員で報告・連絡・相談を徹底し、共通
理解を図り対応する。

③教育相談やQUの結果を全教職員で
共有することにより、子どもたちの出す
サインを見逃さず、適切な初期対応を
行う。また、SSWと連携し、アセスメント
をした内容を学年等で共有することに
より、家庭との連携を図りながら、学校
全体で不登校生を減らす取り組みを行
う。

④中学校３年間を見据えた進路指導を
行う。

①道徳の授業法における研修を受け、
全教職員でローテーション授業を取り
組む際に、授業力向上に向けて指導
案検討を十分に行う。また、生徒用ア
ンケートと教職員用アンケートの該当
する項目で肯定的評価を８５％以上に
する。

②生徒指導委員会を週１回開催し、情
報交換を行う。また、生徒・保護者・教
職員のアンケートにおいて、該当する
項目での肯定的回答を８０％以上にす
る。

③個々の生徒の欠席状況を記録する
と共に、学校全体で共有する。また、生
徒アンケート「先生は相談にのってくれ
る」の肯定的回答を全学年８０％以上
にし、生徒アンケート「学校で自分を大
切にすることや他の人への思いやりに
ついて教えてもらっている」の肯定的回
答を全学年８５％以上にする。

④学校評価アンケートの「学校は将来
について考える機会を設けている」とい
う項目について、どの学年も肯定的意
見の割合を高められるように、１年次
から、将来について学ぶ機会を増や
す。

B

①ローテーション授業に向けて指導案検討
を重ねたり授業展開を工夫したりと、授業力
向上に取り組んだ。また、授業の中で生徒
同士での評価を重ねることにより、互いの考
えや意見が共有でき、多様な価値観に触れ
ることができた。生徒・保護者・教職員のア
ンケートにて、対象項目の肯定的回答はす
べてにおいて85％以上であった。一方で
ローテーション授業における指導案検討の
時間確保に課題が残った。

②生徒指導委員会や普段からの学年間の
情報交換で、情報共有を図り、それぞれの
事案に対して即時に対応することができた。
生徒・保護者・教職員のアンケートにて、対
象項目の肯定的回答はすべてにおいて８
０％以上であった。
しかし校内の校則・風紀面に関して、ルール
を守ろうという規範意識が低下している様子
が見られる場面もあった。
いじめやＳＮＳトラブルの未然防止のための
啓発や指導に努めているが、特にSNSにお
いて、トラブルに発展する事案も起こってい
る。

③教育相談部会による情報共有で、ＳＣや、
ＳＳＷらと連携し、不登校生等の状況把握
に努めた。
生徒アンケートの各項目については、「先生
は相談にのってくれる」の肯定的回答は、
84％と目標値を達成できた。一方、「学校で
自分を大切にすることや他の人への思いや
りについて教えてもらっている」の肯定的回
答は88％であったが、目標値に届かない学
年もあった。

④生徒アンケートについては、どの学年も８
０％を超える肯定的意見があったが、将来
について学んだり、考える機会についてはさ
らに設ける必要がある。

①生徒が自分の考えをより深められる授業
展開にするため、ローテーション授業におい
て、指導案検討を更に重ねる。

②生徒会と連携し、校則の見直し等を行うこ
とで校則について考える機会を設け、規範
意識の醸成を図る。
生徒指導講演会を開催し、ＳＮＳ等の使用
に関する啓発を行ったが、講演会のみでは
なく普段からの教師の声かけ、啓発を継続
的に行っていく。
課題や問題への対処だけでなく、未然に防
止していけるような学級経営や授業改善を
進めていく。

③今以上に、ＳＣやＳＳＷと連携していくため
に、ケース会議やアセスメントを通じて、状
況把握及び登校に向けた支援をしていく。
・日々の日常の中で、クラスの仲間や部活
動の仲間を、受け入れ尊重することや自分
自身の良い部分を認識し、伸ばしていける
ようなポジティブな声掛けをしていく。
・地域のコミュニティの力も借りながら、登校
につながる支援に取り組んでいく。
・学年間、学校間で情報共有を図り、生徒理
解を深めることで、不登校や不適応の未然
防止を図る。
④キャリアパスポートや総合的な学習の時
間を活用し、将来に向けて、どのような力を
身に付けておくべきか、今どんなことに取り
組む必要があるかを実感させ、動機づけを
していく。

・道徳の「ローテーション授業」の取組
は、アンケートからも「豊かな心の育成」
につながっている。継続した取組と改善
策の実行を望む。

・教育相談アンケートで、「先生は相談
に乗ってくれる」の肯定的回答が目標を
達成できたとのことだが、今後も目標達
成に向けて、取り組みを進めていただ
きたい。

・道徳教育の充実のため授業力向上に
向けて熱心に取り組んでいる。今後も
生徒の反応をよく観察しながら、考えを
深め、道徳性を養うように継続していく
ことが大切である。

・規範意識の低さは小学校においても
課題である。小中連携を図りながら育
成に努めていただきたい。

・「校則、風紀面等、ルールへの規範意
識の低下」については、ルールを守って
いる生徒が不満を持たないよう、きちん
とできている生徒を褒めるのも大事であ
る。

・不登校の中には、生徒自身の問題で
はなく、家庭の影響が大きい場合もある
ように聞く。”地域コミュニティの力を借り
ながら”と策を立てておられるように、外
部との連携で、家庭への支援も考えて
いくべきである。

「健やかな体」の育成

①児童生徒の体力向上の促
進
②魅力ある部活動の推進
③発達段階に応じた健全な
食育の推進

①バランスの良い体力を身につける。

②各部活動においてやりがいを感じさ
せる。

③「食」の大切さを理解する。

①様々な分野の種目に取り組ませる。

②校内外で活躍の場を作る。

③中学生の摂取カロリーやバランスの
良い食事について掲示物を作成する。

①スポーツテストの総合点を向上させ
る。

②退部者の減少

③残食の減少 B

①スポーツテストについては、総合得点で
は向上しているものの、各種目別となると、
低下している種目もある。
②退部者に関しては令和４年度は２５名に
対して令和５年度は現時点で７名であること
から、顧問がよく部員とコミュニケーションを
とっており、良好な関係が築けていると考え
る。
③残食の減少については、学校全体として
は減少していないが、クラス単位で考えると
減少傾向にあるクラスもあるので学校全体
で取り組んでいく。

①スポーツテストについては、持久走や握
力の得点が伸び悩んでいるので、体育の授
業で持久力・筋力を鍛えるトレーニングを行
う。
②部活動については現状通り、部員と良好
な関係性の中で指導していく。
③残食に関しては、配膳を行う段階で基本
的に配り切れる配膳方法をマニュアル化し、
どのクラスでも取り組めるようにする。その
中で生徒への声掛けをしていく。

・体力の向上とともに、生涯にわたって
運動やスポーツに親しむ意欲を育てて
ほしい。

・退部者の減少は生徒がやりがいを
持って取り組んでいる表れであり、健や
かな心身の成長につながっている。

①系統的なキャリア教育を行う。
（１年）
　自己を見つめ、適性を知る。
（２年）
　職業体験を通じて将来を考える。
（３年）
　自己実現のために適切な進路を選択
する。
(全学年)
　キャリア教育の一環として、フォーサ
イト手帳の活用の充実を図る。

②スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携を図り組
織的な支援を行う。

③教育相談やQUを活用し、生徒理解
をすすめる。また、家庭との連携を密
にとり、その情報を教師間で共有し、不
登校生徒数の減少を目指す。

①中学校３年間を見据えた進路指導を
行う。
（１年）現在までの自身の学びを振り返
らせる。トライやる・ウィークに向けて、
職業調べを行わせる。社会人としての
ルールやマナーを学ばせる。
（２年）トライやる・ウィークを通して、働
くことの意義を知り、将来の職業を見据
えた進路について考えさせる。進路選
択に向けて、学校調べをさせる。
（３年）オープンハイスクールなどを利
用して、本人の興味・関心や適性に基
づいた進路選択をさせる。
(全学年)フォーサイト手帳への宿題や
提出物の記入、テスト計画、学習時間
の記入などを段階的に指導し、先を見
据えながら計画的に日々の生活を送
れるようサポートする。

②担任と生徒指導(学年・全体共に)と
の情報共有を密にし、SCやSSWへの
連携が必要かどうか複数で判断し組織
的に対応する。また、SCやＳＳＷとの
ケース会議やアセスメントの内容を学
年等で共有し、家庭との連携を図りな
がら、生徒の状況を把握し、学校全体
で生徒一人一人を支援する体制をつく
る。

③教育相談部会や生徒指導委員会を
定期的に開催し、情報共有の徹底を図
る。教育相談やいじめアンケート、QU
等で情報収集を行い子どもたちの出す
サインを見逃さず、適切な初期対応を
できるようにする。教育相談期間だけ
でなくいつでも相談ができるよう、日々
の言葉がけや関わりを増やし、生徒と
教師が話しやすい環境をつくる。

①中学校３年間を見据え、プリント学習
やＩＣＴを活用した学習を取り入れ、自
己の将来について考えさせたり、進路
に関する情報を、３年生に限らず計画
的に実施し、学校で行っているキャリア
教育について保護者にはHP、学年通
信などを通して情報を発信し、理解を
深めてもらえるように工夫する。また、
学校評価アンケートの「学校は将来に
ついて考える機会を設けている」という
項目について、１年生の肯定的意見の
割合を８０％以上になるように、１年次
から将来について学ぶ機会を増やす。
学校評価アンケートのフォーサイト手
帳の活用についての項目で、肯定的意
見が全学年７０％以上になるようにす
る。

　
②教育相談部会や生徒指導委員会を
週に一回に開催し、情報交換を密に行
う。

③個々の生徒の欠席状況を記録する
と共に、学校全体で共有し、多くの目で
生徒を見守る体制づくりをする。また、
生徒アンケートの「先生は相談にのっ
てくれる」の肯定的回答を全学年８５％
以上にする。

B

①中学校３年間を見据え実施しすることは
できたが、学校で行っているキャリア教育に
ついてHPや学年通信などを通して情報を発
信する回数が少なかった。
学校評価アンケートの「学校は将来につい
て考える機会を設けている」という項目につ
いて、全学年肯定的意見の割合は８０％以
上であった。
学校評価アンケートの、「フォーサイト手帳
を書いてい」の肯定的意見は１年６８％、２
年４３％、３年５２％、「フォーサイト手帳の活
用」の項目に関しては１年５４％、２年２
８％、３年２４％と、課題が残った。

②教育相談部会や生徒指導委員会を週に
一回開催し、情報交換を密に行うことができ
た。また、その情報を毎回全学年に共有す
ることができた。

③生徒アンケートの「先生は相談にのってく
れる」の肯定的回答は１年生８６％、２年生
８２％、３年生８４％、と概ね達成できた。

①総合的な学習や学活の時間、行事などの
写真を記録用としてこまめに保存し、HPの
担当教員と連携し情報発信していく。
・１年次からの将来を見据えたキャリヤ教育
を継続して行う。
・清掃後と終礼前の５分間でフォーサイト手
帳を記入するよう学校全体で取り組んでい
く。
・年度当初、フォーサイト手帳を配布する際
に書き方の指導を行う。
・朝の会や終礼で、フォーサイト手帳を活用
するメニューを入れ込んだり、活用できてい
る事例を掲示し、共有したりするなど、活用
を促すよう工夫する。

②教育相談部会や生徒指導委員会を週に
一回に開催し、情報交換を密に行う。(継続)

③普段ら生徒の情報を教師間で共有し、ひ
とりひとりの状況を理解した上で学年やクラ
ス関係なく言葉がけをしたり関りを増やして
いく。(継続)

・フォーサイト手帳は、生徒が目的意識
を持って主体的に学ぶ力につながるよ
う、日常的な指導の工夫ができればよ
い。

・トライやるウィークでは積極的に経験
し、学ぼうとする生徒の姿が素晴らし
かった。中学校での取り組みの成果で
ある。

・フォーサイト手帳で、1年生が２，３年
生と比べて活用率が高いのは、教員の
これまでの経験と、生徒の新しく取り組
む事への前向きな姿勢の現れである。
２，３年生は学校生活の慣れもあるた
め、改めて指導するとき、活用のメリット
に気づくような働きかけをするのもよ
い。

①支援体制を整える。

②特別支援教育の内容を充実さ
　せる。

①支援を要する生徒について、外部機
関や各学年、生徒指導担当、支援員と
連携し、一人ひとりの理解を深める。

②特別支援教育についての研修の場
をつくる。また、早期に個別の指導計画
を作成し、教育的ニーズに応じた指導
を行う。

①支援の必要な生徒に関して、担任、
教科担任、支援員、そして、状況によっ
ては、制指導担当や外部機関との連携
を密に行い、情報交換の場をつくる。

②早期に作成した生徒一人ひとりの個
別の指導計画を全教職員が情報共有
し、それに基づいた指導を心がける。

B

・外部の相談機関やコーディネーター、生徒
指導担当、支援員と連携し、生徒のニーズ
にあった支援を行った。
・交流担任・教科担任・支援員の間で情報
交換を行った。
・昨年より早期に個別の指導計画を作成し
た。
・個別の指導計画の共有については、学年
会で十分に時間をとって話ができた学年も
あったが、十分とは言えない学年もあった。

・個別の指導計画は個人情報のため、取り
扱いに注意する中で、しっかりと学年内（場
合によっては全職員）で共有するようにす
る。

・年々進路の選択の幅も広がっている
ので、生徒や保護者、小学校にも正し
い情報を発信する機会が増えるとよ
い。

①校内外で研修に自主的に参加し、
キャリアステージに応じた資質能力の
育成

②アクティブラーニングの視点からの
授業改善、ICTの活用などの新たな課
題に対応できる教員の育成

③学校における課題を組織的かつ協
働的に解決できる教員の育成

 ①校内外の研修会に自主的に参加
し、参考となった内容等を教職員で情
報共有し、資質向上に努める。

②校内研究授業や拡大教科部会を実
施し、授業改善に努める。

③各教員が「報・連・相」の徹底し、密な
コミュニケーションに努める。

①校内外の研修に平均６回以上参加
する。また、自主研修会を年間３回実
施し資質向上に努める。

②各教員が授業公開を実施し、授業改
善に努める。

③密な連絡の元、学校全体で組織的
に学校の問題解決に努める。

B

①校内研修については、長期期間の休みを
中心に実施できているが、校外研修では、
時間の都合上、参加できない教員もいた。
②月に1度教科部会を実施し、また研究授
業前には拡大教科部会を実施するなど、概
ね達成できている。
③概ね各教員が「報・連・相」の徹底を意識
して、密なコミュニケーションが取れている。

①校内研修の質を向上させ、実りのある研
修にする。
②来年度も引き続き、公開授業や研究授業
の検討を実施していく。
③引き続き、教職員間で連携がとれるよう
にコミュニケーション図っていく。

・校内研修や校外研修に自ら主体的に
参加しようとする意識が高まることが大
切である。

・経験の浅い教員が増えていると思うの
で、校内の教科部会や授業研究等の場
で、基礎的なことも含めて、丁寧に導い
ていくことが大切である。

①コミュニティスクールの充実

②地域との連携を図り、地域と学校の
協同体制を構築する

①土曜パワーアップ教室の活性化

②学校の教育活動や取り組みを地域
に周知し、理解してもらうためにHPなど
を活用する。

①土曜パワーアップ教室の参加人数を
増やすために告知を教室掲示し、周知
を行う。

②学校行事や学校生活の様子を定期
的にHPに掲載する。 B

①土曜パワーアップ教室の告知を教室掲示
した。また、メール配信も行い、積極的に周
知した。結果、部活動が忙しくない時期の参
加者が増加した。

②週１回以上のペースでHPに学校行事の
様子を掲載した。
地域の要請に応じて、生徒が地域活動の補
助を行うと共に参画した。

①具体的な数字での目標設定を行い、周知
していく。
・学校運営協議会と協働し教育活動を推進
していく。

②掲載頻度をさらに増やすなど、理解を進
める取り組みを進める。

・引き続き学校運営協議会と協働し、教
育活動を推進願いたい。

①学校園防犯訓練・防災教育の充実

②子どもの安全対策の推進

③安全指導の工夫改善を行う。

④安心・安全な場を創造する。

①道徳の授業において防災教育を
行ったり、定期的な避難訓練を通して、
防災教育の充実を図る。

②朝礼や終礼、集会などをはじめ、必
要に応じて注意喚起を行う。下校指導
など定期的に行う。

③交通マナーとルールを守る意識を高
めるため、講習会等を年１回以上行
い、登下校指導を定期的に行う。また、
朝礼や終礼、集会などを通じて、注意
喚起を行う。

④学校施設の不備について改修を進
めていく。

①防災マニュアルを職員会議や研修
会で周知する。また、年２回火災・地震
を想定した避難訓練を行う。

②交通マナーとルールを守る意識を高
め、行動できる。

③生徒アンケート「学校で交通マナー
を教えてもらっている」の肯定的評価を
８５％以上にし、なおかつ「よく当てはま
る」の評価を５０％以上にする。

④アンケートの該当する項目での肯定
的評価を85％以上にする。

B

①防災マニュアルを職員会議や研修会で周
知し、年２回火災・地震を想定した避難訓練
を行う事ができた。

②朝礼や終礼、集会などをはじめ、必要に
応じて注意喚起を行い、下校指導など定期
的に行う事ができた。

③生徒アンケート「学校で交通マナーを教え
てもらっている」の肯定的評価を８８％だっ
たが、「よく当てはまる」の評価は46％となっ
ており、目標には届かなかった。

④来年度から北館、技術室、体育館、武道
場の工事を行う。
教師アンケートでは、清潔で美しく整ってお
り、安全の面で評価が昨年度から下がって
いる。

①訓練時にある程度の障害（防火扉を閉め
る、発煙筒を焚く）などを与えて訓練を行う。

②ルールの徹底をする。部活動においても
指導を行う。

③交通マナーとルールを守る意識を高める
ため、講習会等を年１回以上行い、登下校
指導を定期的に行う。朝礼や終礼、集会な
どを通じて、注意喚起を行う。

④学校現場の要望を反映した改修を行う。

・交通ルールについての生徒の肯定的
な評価が目標を上回っており、適切な
指導が行われていると評価できる。さら
に「よく当てはまる」の評価にまで意識さ
れていることは、よいことだと思う。子ど
もたちの命を守るため、今後も効果的
な交通安全の指導に努めて欲しい。

・交通量の多い地域なので、交通安全
対策については教職員だけでなく、地
域とも連携しながら、引き続き情報を集
め、必要な安全指導をしていく等、安全
への意識向上をめざすことが必要であ
る。

　

安全・安心な教育環境の充実

①学校園防犯訓練・防災教育の充
実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持保全
⑤学校における働き方改革の推進

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
（学力向上）「主体的・対話的で深い学びによる授業改善」を推進する。次年度は特に「習得した知識の活用」に重点を置き、確かな学力の定着を図る。校内研究を充実させ、教職員の授業力を高めていく。
（生徒指導）生徒や保護者とは常日頃からコミュニケーションを取り、良好な関係を維持すること。日常のあらゆる場面を教育相談と捉え、生徒が心理的安全性をもって学校生活を送れるよう支援する。不登校、問題行動に
ついては未然防止に努めるとともに、もしも事案が発生した際は、教員間の連携をスムーズに行い、組織的かつ丁寧に初期対応を行う。
(教員の資質の向上)教員自身が主体性を持って教育活動に取り組む。学校教育目標の実現に向けて、自身の置かれた立場で考え、指示を待つのではなく提案型の教員間の関係性を築く。学校行事や授業などでは、前
年踏襲に甘んじることなく、独創性、創造性を発揮して生徒の力量を高める教師集団をめざす。

（１）授業改善を常時行い、「授業がわかりやすい」と答える生徒を増加させる。
（２）魅力ある学校づくりに努め、不登校生徒の減少に努める。
（３）教育相談を充実させ、何でも言える関係づくりに努める。
（４）生徒が主体的かつ積極的に取り組める活動を計画・実施する。
（５）「報・連・相」の重要性を全職員が認識し、風通しの良い職場づくりを行う。

令和５年度(2023年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立北中学校】                                                                                               

学校関係者評価総括
・学校として重点的に取り組んだことは、数値目標に達していないものもあるが、確実に成果に表れている。また、一つひとつ細かく振り返られており、対策もよく考えられている。教職員の資質の向上については、教職員
自身が主体性を持って、全校挙げて研究への意識が高まるよう取り組んでいただきたい。不登校の未然防止については、生徒と保護者、教職員がお互いに尊重し合う良好な関係性を構築し、わかる授業づくり、感動のあ
る学校行事等を通して、生徒たちの自尊感情の醸成を図っていくことを期待する。今年度の北中学校の自己評価に対して、概ね評価する。本年度の成果と課題、北中学校の強みや弱みを分析し、実効性のある改善策を
推進していただきたい。

重点目標

教育目標 自ら未来を切り拓き、心豊かに生きる生徒の育成
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学
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教
育

教職員の資質向上

①研修等の充実

教育相談・支援体制の充実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・スクール
ソーシャルワーカーの活用
③教育相談の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活性化
②特別支援教育の充実

学校を支える組織体制の整備

①コミュニティ・スクールの充実
②地域と学校の連携・協働体制の構
築

施策目標
基本施策


